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製品安全対策優良企業表彰 これまでの歩み 2

２０１０
～

２０１２
の活動

【全社品質方針】
１．重大品質問題「０」（構造・防水・生活安全）
２．全社品質ロスの削減＜2008年度実績比30％削減＞

【全社品質方針】
１．新事業における品質保証制度の確立
２．品質ロスの削減＜2012年度実績比15％削減＞
３．品質性能及び評価技術のレベルアップ
４．品質管理手法活用定着

２０１２製品安全対策優良企業表彰に応募し、
『大企業小売販売事業者部門 商務流通保安審議官賞』を受賞

２０１３
～

２０１５
の活動

当社３ヵ年計画の成果確認として、計画の最終年に、
「製品安全への取り組み」に対する評価として応募しています。

２０１５製品安全対策優良企業表彰に応募し、
『大企業小売販売事業者部門 商務流通保安審議官賞』を受賞

２０１６
～

２０１８
の活動

【全社品質方針】 全ての事業軸での
１．品質の強みづくりと品質保証制度の確立
２．重要品質問題の未然防止と品質ロスの削減
３．品質管理体制の確立・充実と品質人材育成
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技術総括・保安審議官賞を受賞 3

2018年度 製品安全対策優良企業表彰（ＰＳアワード）で、
技術総括・保安審議官賞を受賞しました。

受賞部門

大企業 小売販売事業部門 技術総括・保安審議官賞

※製品安全対策優良企業表彰制度
経済産業省が、「製品安全文化」の定着と
安全・安心な社会の定着のため、製品安全に
積極的に取り組んでいる企業を表彰する制度

その他の受賞企業

大企業 製造事業者・輸入事業者部門

経済産業大臣賞 ：パナソニック株式会社 ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ社 ﾗﾝﾄﾞﾘｰ･ｸﾘｰﾅｰ事業部

技術総括・保安審議官賞 ：株式会社 リコー

大企業 小売販売事業部門

経済産業大臣賞 ：株式会社 ニトリホールディングス
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〔1〕 会社概要

〔2〕 当社で扱う消費生活用製品

〔3〕 評価していただいた製品安全対策の具体的取り組み

調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

視点1 安全な製品を仕入れ・販売するための取組
視点2 製品を安全に使用してもらうための取組
視点3 出荷後に安全上の問題が判明した際の取組
視点4 製品安全文化構築への取組

本日、お話しする内容 4
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〔1〕 会社概要

〔2〕 当社で扱う消費生活用製品

〔3〕 評価していただいた製品安全対策の具体的取り組み

調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

視点1 安全な製品を仕入れ・販売するための取組
視点2 製品を安全に使用してもらうための取組
視点3 出荷後に安全上の問題が判明した際の取組
視点4 製品安全文化構築への取組

本日、お話しする内容 5
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66

パナソニック ホームズ株式会社
（Panasonic Homes Co., Ltd.）

所在地:大阪府豊中市新千里西町1丁目1番4号
設 立 :1963年（昭和38年）7月1日
従業員:6,323人（連結）
売上高:3,574億円

◇主要な事業内容
建築請負部門
戸建住宅・賃貸集合住宅などの建築工事、 リフォーム工事の請負および施工
不動産事業部門
分譲用土地・建物およびマンションの販売、 不動産の仲介・賃貸管理
住宅システム部材販売部門
工業化住宅のシステム部材の製造および販売 ～当社HPより抜粋～

（2018年4月1日現在）

〔1〕 パナソニック ホームズ 6
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松下一号住宅

パナソニックグループの住宅会社

松下幸之助創業者の住まいへの熱い思いが原点

『住まいというものは心身の置きどころであり、
また人格の成長をはかる場所でもあり、
人間が生活していくうえで、もっとも大切なもの。
それにふさわしい良い家をつくりたい。』

〔1〕 パナソニック ホームズの原点 7
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1961年 松下電工㈱住宅事業部発足
「松下1号型住宅」発売

1963年 「ナショナル住宅建材㈱」設立

1982年 創業20周年を機に、
社名を「ナショナル住宅産業㈱」に変更

2002年 社名を「パナホーム㈱」に変更
2012年 製品安全対策優良企業表彰

『大企業小売販売事業者部門 商務流通保安審議官賞』受賞

2013年 創業50周年
2015年 製品安全対策優良企業表彰

『大企業小売販売事業者部門 商務流通保安審議官賞』受賞

2017年 パナソニック完全子会社化
2018年 「パナソニック ホームズ㈱」に社名変更

累計販売棟数 戸建 416,430棟
集合 69,896棟
マンション 2,782戸

（2018年3月末時点）

〔1〕 これまでの歩み 8
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〔1〕 パナソニックエコソリューションズ社との関係 9
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空間創造事業 くらし創造事業

マーケティング本部

海外事業本部

国内住建 製販一体化 非戸建・非住宅の施工力

強化 海外トップライン伸長のための事業プラットフォーム構築
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〔1〕 パナソニック ホームズの目指す姿 10

特建事業

戸建住宅事業

不動産事業

マンション事業

リフォーム事業

海外事業

街づくり事業

多層階事業

パナソニックの住空間ブランドを構築するために、
全事業で、お客様が誇りに思える会社を目指す。

お客様が「最高の選択をした」
と誇れる会社を目指します。
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〔1〕 パナソニック ホームズの事業領域 11

パナソニックの住宅会社として、一人ひとりの暮らしの夢にお応えし、生涯にわたるご満足を
お届けするとともに、トータルな住生活産業として、新しい暮らしの価値をお届けします。

当社は、戸建住宅で培った技術やノウハウを基本に、分譲、街づくり、リフォームや
資産活用にいたるまで、幅広い事業を展開しています。

戸建請負事業 分譲事業

資産活用事業リフォーム事業 海外事業
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〔1〕 家づくりのすべてのプロセスで、品質管理・環境配慮を実施 12

研究
開発 商品

設計

調達

生産

物流
邸別
設計

施工

アフター
サービ
ス

リフォー
ム

品質
管理

パナソニックホームズの一貫した管理体制

パナソニック ホームズでは、環境負荷のトータルな低減を見据えた住まいづくりを行い、すべてのプロ
セスで、高精度・高品質化を追求しています。そして工業化住宅メーカーとして初めて、品質と環境
の統合マネジメントシステムを確立。研究開発～商品設計～調達～生産～物流～邸別設計～
施工～アフターサービス～リフォームのすべてのプロセスで品質のレベルアップをめざしています。
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〔1〕 会社概要

〔2〕 当社で扱う消費生活用製品

〔3〕 評価していただいた製品安全対策の具体的取り組み

調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

視点1 安全な製品を仕入れ・販売するための取組
視点2 製品を安全に使用してもらうための取組
視点3 出荷後に安全上の問題が判明した際の取組
視点4 製品安全文化構築への取組

本日、お話しする内容 13
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〔2〕 パナソニック ホームズで扱う消費生活用製品 14

約3万点数の部品で構成される住宅の中で、以下の
「消費生活用製品」等を対象とし、製品安全の取り組みを推進

【対象製品】：主な調達商品
＜点検制度の対象製品＞

・ビルトイン式電気食器洗機
・浴室用電気乾燥機

＜表示制度の対象製品＞
・換気扇、エアコン

＜上記以外の対象製品＞
・送風機（空調システム）
・照明、家電製品
・組み付け商品（ドア、サッシ、キッチン、洗面化粧台、家具など）
・クロス 、床材 等

※ 製品の仕入・販売のみ
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〔1〕 会社概要

〔2〕 当社で扱う消費生活用製品

〔3〕 評価していただいた
製品安全対策の具体的取り組み

調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

本日、お話しする内容 15
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〔3〕 評価していただいた取組み 〔受賞のポイント〕 16

●調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

・調達先アセスメント監査を導入
・分科会活動
（変化点管理分科会、ヒューマンエラー分科会、検査レベルアップ分科会）

●品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

・商品安全責任者（製品安全の責任者）
・リスクアセスメント

●製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

・トラブルナレッジの商品設計への落し込み
・パナソニックグループで情報共有
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〔3〕 ①調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組 17

調達先アセスメント監査を実施。POINT

顕在化した課題
・変化点管理
・検査機能
・ヒューマンエラー

ステップ1： パナソニックホームズオリジナルのアセスメントチェックシートで購入先様が自己評価
（10分類60項目195チェックポイント）

ステップ2： 購入先様の生産現場で
チェックポイントの実践状況を
両社で確認し、優れた点・改善点を抽出

ステップ3： アセスメント結果（スコア、総評、課題点）をフィードバックし、購入先様が改善計画を策定。

◇購入先アセスメント監査

新規
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購入先メーカーの課題解決の手段として3つの分科会活動を実施POINT

〔3〕 ①調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組 18

★分科会テーマに基づく課題抽出、
改善実施と事例の共有で
購入先の品質管理レベルアップを図る。

変化点管理
（4M+3H+O）

検査品質 ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ

３分科会活動

●購入先アセスメント監査で顕在化した
弱点部強化のため、購入先を
３つのグループに分け、分科会活動を行う 変化点管理 分科会

ヒューマンエラー 分科会

顕在化した課題
・変化点管理
・検査機能
・ヒューマンエラー

検査レベルアップ 分科会

充実
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購入先メーカーの課題解決の手段として3つの分科会活動を実施POINT

〔3〕 ①調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組 19

◇変化点管理（４Ｍ＋３Ｈ＋Ｏ（思い込み））のレベルアップ推進

【変化点管理の棚卸】
・4M定義
・活動範囲（管理対象）
・処置方法
・標準（しくみ）の有無
・最終確認（判断）者
・変化情報の入手方法
・入手時期（タイミング）

・見える化、記録の有無
・情報共有

４Ｍ（人・材料・方法・設備）、３Ｈ（初めて・変化・久しぶり）、Ｏ（思い込み）の変化点管理を
購入先様と棚卸し、改善された事例を各購入先様に横展開。

【改善事例】

変化点管理 分科会

充実
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購入先メーカーの課題解決の手段として3つの分科会活動を実施POINT

〔3〕 ①調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組 20

◇ヒューマンエラー撲滅活動の推進：作業ＦＭＥＡ活用・エラープルーフ化の実践

【改善事例】

作業ＦＭＥＡ（失敗モード影響解析）とアセスメントチェックリストを着眼点として
改善された事例を各購入先様に横展開。

ヒューマンエラー 分科会

充実
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購入先メーカーの課題解決の手段として3つの分科会活動を実施POINT

〔3〕 ①調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組 21

◇検査のレベルアップ・効率化の推進

やり難い検査作業のマンネリ化や気遣い検査作業（ストレスになる）を課題として、現状の検査方法に
おける改善余地やストレスを感じるプロセスを再点検し、改善された事例を各購入先様に横展開。

【改善事例】

【再点検の内容 例】

◆検査方法
・目視で正しく判断できないものを目視確認としていないか？

◆検査項目
・上下左右等の判別方法が誤った取付を検知できるか？
・文字情報より、画像や図示でより明確にできないか？

◆治具
・誤った使用を防ぐ仕掛けができているか？

検査のレベルアップに加え
検査員の負荷軽減をねらう。

検査レベルアップ 分科会

充実
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

商品安全責任者（製品安全の責任者）の役割。POINT

〔3〕 ②品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

22

商品安全責任者（製品安全の責任者）の役割

①．商品安全管理活動計画の立案と推進
②．商品安全活動に課題がある場合の是正
③．商品安全に関する品質システムの実行と維持
④．商品安全リスクアセスメントに基づく適切な安全設計と妥当性判断及び

商品安全問題の未然防止策と再発防止策の徹底
⑤．商品安全技術力強化の組織・仕組み化
⑥．商品安全に関する標準化の推進
⑦．商品安全確保のための自部門内の啓発・教育

新規
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

危害のシナリオを想定し、商品化までにリスクの軽減処置を実施。POINT

〔3〕 ②品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

23

シナリオを想定⇒リスク見積り⇒不安全性評価⇒保護方策検討⇒方策妥当性評価⇒残留リスク確認⇒リスク軽減

新規
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

危害のシナリオを想定し、商品化までにリスクの軽減処置を実施。POINT

〔3〕 ②品質規程と商品安全管理運用基準に基づく
製品安全の責任者の配置と権限の明確化

24

シナリオを想定⇒リスク見積り⇒不安全性評価⇒保護方策検討⇒方策妥当性評価⇒残留リスク確認⇒リスク軽減

新規
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

品質トラブルナレッジの蓄積方法、内容、共有と活用。POINT

〔3〕 ③製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

25

品質方針達成の指針
第23条
品質問題が発生した場合・・・・・・・・・・その処理を行う。
再発防止と未然防止の実施にあたっては、『品質トラブルナレッジ』も活用する。

トラブルナレッジ活用の考え方 ：品質基本規程

トラブル情報の活用の考え方１ ：商品開発管理規程

第25条 ２施工、販売部門への指示書
設計連絡書、施工連絡書 等を作成し、指示することを明記

トラブル情報の活用の考え方２ ：設計標準管理基準

第5条 ④設計標準担当者は・・・・・・品質問題の発生などにより適宜内容
を検討し、改訂の実施を行う。

充実
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

当社独自の「設計標準」を整備。
『絶対に守るべき事項（国内外の企画､法令）』『確実に配慮
すべき事項（失敗事例､配慮事項､評価方法）』を記載。

POINT

〔3〕 ③製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

26

設計標準分類

安全性 2

居住性 4

耐久性 5

その他性能 1

材料 6

合計 18

◇ 設計標準一覧

充実
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

当社独自の「設計標準」を整備。
『絶対に守るべき事項（国内外の企画､法令）』『確実に配慮
すべき事項（失敗事例､配慮事項､評価方法）』を記載。

POINT

〔3〕 ③製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

27

◇ 定期見直し(1回/年)を実施。

失敗事例、配慮事項等を追記 ⇒ 品質トラブルナレッジ化

充実
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

品質トラブルナレッジ 事例。POINT

〔3〕 ③製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

28

施工時に
仕様通りのビスが
適切に使用されたかを
確認しやすく
色付きビスに変更

部屋の大きさ、間取りにより
空調で風きり音が発生した

↓

プランニングによる条件を設定

外壁設計標準の事例

充実
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調達商品の仕入れにおける安全性確保の取組

品質トラブルナレッジはパナソニックグループで共有。POINT

〔3〕 ③製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを
品質トラブルナレッジとして共有する再発防止に向けた取組

29

パナソニックグループ全体で情報共有

充実



Confidential：Until 永久

30

© Panasonic Homes Co., Ltd.

活動の成果 30

２０１０
～

２０１２
の活動

【全社品質方針】
１．重大品質問題「０」（構造・防水・生活安全）
２．全社品質ロスの削減＜2008年度実績比30％削減＞

【全社品質方針】
１．新事業における品質保証制度の確立
２．品質ロスの削減＜2012年度実績比15％削減＞
３．品質性能及び評価技術のレベルアップ
４．品質管理手法活用定着

２０１２製品安全対策優良企業表彰に応募し、
『大企業小売販売事業者部門 商務流通保安審議官賞』を受賞

２０１３
～

２０１５
の活動

２０１５製品安全対策優良企業表彰に応募し、
『大企業小売販売事業者部門 商務流通保安審議官賞』を受賞

２０１６
～

２０１８
の活動

【全社品質方針】 全ての事業軸での
１．品質の強みづくりと品質保証制度の確立
２．重要品質問題の未然防止と品質ロス削減＜2015年度実績比15％削減見込み＞
３．品質管理体制の確立・充実と品質人材育成

２０１８製品安全対策優良企業表彰に応募し、
『大企業小売販売事業者部門 技術総括・保安審議官賞』を受賞

取り組み後、発売商品が起因する
製品安全上の怪我等の重大品質問題はありません



Confidential：Until 永久

31

© Panasonic Homes Co., Ltd.

審査員コメント 31

〇調達商品の仕入れにおける安全性確保のために、調達先と品質保証契約書を
締結して4M 変更管理を行うとともに、調達先アセスメント監査制度を導入し、その
結果を両社で確認の上、調達先の改善計画を策定している点を評価します。

〇商品安全管理運用基準に基づき製品安全を確保するための責任者として、商
品安全責任者が配置されており、その役割と権限が明確に規定され、製品開発の
各段階において、リスク評価と対策の妥当性判断の責任者として機能している点を
評価します。

〇また、製品不具合に関する原因分析と発生メカニズムを、品質トラブルナレッジと
して共有し、再発防止に向けた取組を進め、社内の基準に反映するとともに、商品
企画・採用チェックに活用されていることを評価します。

審 査 総 評
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今後の取り組み（新中期３ヶ年に向けて） 32

パナソニック エコソリューションズ社
Company Mission

「A Better Life」を家、街、社会へ広げていく
Company Vision

人起点で「くらし」をより良く、快適にする

◇ パナソニックホームズの役割
住まいは人が暮らしていくうえで最も大切なもの。それにふさわしい良い家をつくりたい。
創業者 松下幸之助の強い使命感から当社が生まれたのが1963年。以来、私たちは、住まい
の本質を見つめ続け、多くのご家族とともに暮らしの夢を形にしてきました。

私たちが目指しているのは「強さ」と「暮らしやすさ」のNo.1であること。
生命と建物を守り抜く構造を基本に、さまざまな面から暮らしやすさを追究し、100年にわたり人
びとの暮らしを見つめ続けてきた、パナソニックならではの提案力と技術力で、人と人の絆を育み、
しあわせに暮らせる住まいと環境をお届けします。そして、社員一人ひとりの衆知を集めた経営を
実践し、さらにお客さまや社会から信頼され、“寄りそっていくパナソニック ホームズ”となれるよう全
力で取り組んでまいります。

「くらしアップデート」におけるパナソニックホームズの役割。
商品やサービスを通してお客様とのタッチポイントをたくさん持つ強みを生かし、くらしのプラットフォー
マーになることを目指します。
今後ますます進化するソフトウェアに関するリスクの回避、高齢者目線での安全配慮など、一生
涯のお付き合いを続ける中で、世代を超えて続く感動とご満足をお届けできるよう取り組みます。
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最後に 33

〇デジタル時代に対応した現場力の維持・強化
激しい変化にも対応するように４Ｍ変更管理のブラッシュアップに努め、製品
安全のトラブル防止に努めます。

〇リスクマネジメントの更なる強化
新規性の高い製品（ＡＩ/ＩｏＴなど採用商品を含む）についての、製品
安全を確保するため、開発の各段階において、リスク評価と対策の漏れ抜けの
防止に努めます。

〇再発防止の仕組みのさらなる強化
万が一の問題発生時も不具合に関する原因分析と発生メカニズムの明確化
に努め、品質トラブルナレッジとして次期製品の開発、企画に活かし、再発
防止に努めます。

これからの時代に即した製品安全の取り組み強化
これからやってくる超高齢化社会などの時代の変化に対応した、製品安全活動
に取り組み、様々な製品の集大成である“住宅“の、製品安全確保にまい進して
まいります。
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ご清聴
有難うございました


